
区会・部会・個人から推薦のあった会員1人・団

体7グループを対象に理事と運営委委員（計28人）

が投票。活動歴や活動内容の審査を経て、4月3日の

理事会で正式に決まったものです。有権者は理事・

区会長・部会長ら計36人で、うち病欠・棄権は8人。

連記制で28人が投票しました。

表彰制度は、22年度から始まったもので3回目。

昨年まで「優秀会員表彰」としていましたが、今回

から名称を「功労会員表彰」に、表彰対象を原則、

会員2人・団体2グループにしました。「活動はグルー

プでやることが多いので、団体に比重を置くべきだ」

との提案があり、規程を変更したものです。ところ

が、今年度は投票の結果、２、３位の得票が同数だっ

たため３団体を表彰することになったものです。

【表彰会員・団体の活動内容】(敬称略）

▼飯川泰郎（国12）＝KSC在学中の平成18年から、

北区の北五葉小学校（460人）で登校する学童の見

守りを続けて7年。「おはよう」の声掛けと交通ルー

ルの実践教育をおこなって、学校長・PTA会長・学

童から感謝状を贈られている。昔遊び研究会の北区

リーダーとしても、児童館などへ積極的にでかけ、

子供たちに喜ばれている。北区会運営委員全員の賛

同があり、推薦する。（推薦 北区会・笹内孝一）

▼英語点字グループ（代表・今田紘、在籍9人）＝

日本や海外の英訳本を点字翻訳して印刷物に仕上げ、

東南アジアの盲人協会・点字図書館・盲学校などに

寄贈する活動を1１年続けている。｢日本昔話｣を皮

切りに「銀河鉄道の夜」「ハリーポッター」「宝島」

｢ムーミン｣など115作品をKSC点字グループと共同で

翻訳。ネパール・ブータン・ミャンマー・タイ・フィ

リピン・マレーシア・スリランカなど10か国16施設

に寄贈｡スリランカ･ブータン･フィリピンから感謝

状が贈られている。＝推薦 国際部会・栁川瀬淳一

▼神港園整髪グループ（代表・淡路忠義、在籍10人）

＝しあわせの村内にある老人福祉施設・神港園で入

所者の介護を続けて10年目。入浴後にドライヤーで

髪を乾かす整髪が主な役目だが、水分補給や食事の

世話のお手伝いもしている。入所者・ディサービス

利用者約30人を対象に週2日程度活動しているが地

味で根気のいる作業の連続で、強い意志がないとで

きないボランティアだ。＝推薦 北区会・笹内孝一

▼花山梅林会（代表・塚本桂三、在籍32人）＝北区

花山小学校の通学路にもなっている裏山で、梅林の

整備を手掛けて8年目。毎年100本ほど植樹しており、

今年で800本になった。6年生の卒業記念植樹は学校

行事にもなっており、観梅会や梅ジュース作りも好

評。“神戸一”の梅林をめざして、学校も地域も会

員も一体となって努力している。昨年秋には神戸市

環境奨励賞を受賞。＝推薦 北区会・笹内孝一

【推薦のあった他の団体】
▼野鳥と自然観察会（代表・茅中英一、在籍54人）

＝推薦・菅田忠志▼里山和楽会（代表・道満俊徳、

在籍19人）＝推薦・茅中英一▼食育支援グループ

（代表・冨永征児、在籍10人）＝推薦・長谷川博

▼竹の台学童見守隊（代表・井内祐一、在籍５人）

＝推薦・水野俊夫

24年度の表彰会員･団体決まる

【功労会員】

飯川泰郎（国12）＝登校の学童見守り7年

【功労グループ】

英語点字G＝点字翻訳本を東南アへ寄贈

神港園整髪G＝入所者の入浴後の介助

花山梅林会＝小学校裏に梅林を育て8年

グループ〈わ〉の24年度功労会員1人・団体３グループが決まり、5月17日の総会で表彰されることにな

りました。会員は飯川泰郎（国11）さん。グループは英語点字・神港園整髪・花山梅林会です（別表）。

5月17日に〈わ〉総会
NPO法人グループ〈わ〉は24年度総会を5月17日

（木）に開催します。多くの皆さまの出席をお願

いします。

午前10時から総会。昼食をはさんで、午後は功

労会員表彰式と東北支援報告会があります。報告

会は西区竹の台小・西馬和男校長の講演と1次・2

次支援チームの記録ビデオ『震災ボランティア奮

闘』（約40分）の上映を予定しています。総会資

料は『ぎゃらりー わ』58号に同封しています。

総会出欠のご返事は、弁当注文の関係で5月7日

（月）までにお願いします。
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